



















































The Changes of the Stress Coping Skills of the University Students through
 
the Life Event Experiences









































































































学年 男性 女性 合計
1 N 6 15 21
(％) (29) (71) (100)
2 N 36 17 53
(％) (68) (32) (100)
3 N 1 4 5
(％) (20) (80) (100)
4 N 55 21 76
(％) (72) (28) (100)
合計 N 98 57 155















































































体験 平均値 標準偏差 t値
なし 1.507 3.834攻撃性の抑制
(増加量) あり 3.786 4.886
-2.059?
なし 10.604 3.784環境の変化への




体験 平均値 標準偏差 t値
なし 1.270 2.967対人コミュニケーションに





























































体験 平均値 標準偏差 t値
なし 1.540 3.882攻撃性の抑制
(増加量) あり 4.400 4.742
-2.215?
なし 1.467 2.998対人コミュニケーションに
おける適切な対応(増加量) あり 4.400 2.591
-3.011??
なし 12.402 21.653ストレスコーピングスキル
全体(増加量) あり 32.400 26.551
-2.776??
なし 18.526 3.591対人コミュニケーションに




体験 平均値 標準偏差 t値
なし 1.161 4.917積極的対応
(増加量) あり 3.135 4.280
-2.425?
なし 1.237 2.913対人コミュニケーションに
おける適切な対応(増加量) あり 2.385 3.212
-2.193?
なし 10.914 22.527ストレスコーピング






















体験 平均値 標準偏差 t値
なし 2.053 4.385社会的サポートの































































体験 平均値 標準偏差 t値
なし 1.253 4.524積極的対応
(増加量) あり 2.867 5.050
-2.026?
なし 1.184 2.213悠然的対応















体験 平均値 標準偏差 t値
なし 1.038 6.793情動的ストレス








体験 平均値 標準偏差 t値
なし 0.875 3.917積極的対応
(増加量) あり 2.414 5.111
-2.015?
なし 0.833 3.244対人コミュニケーションに
おける適切な対応(増加量) あり 2.071 2.890
-2.338?
なし 0.896 2.309問題の洞察・把握
(増加量) あり 2.040 3.188
-2.220?
なし 13.417 3.608社会的サポートの









































































体験 平均値 標準偏差 t値
なし -0.1071 2.60684社会的サポートの
活用(増加量) あり 0.8710 2.68257
-2.213?
Table12 家族の経済状況悪化体験による比較
体験 平均値 標準偏差 t値
なし 1.857 4.237社会的サポートの
所有(増加量) あり 4.036 5.203
-2.340?
なし 0.630 3.183環境の変化への迅







(増加量) あり 3.107 3.392
-2.274?
なし 1.420 3.027対人コミュニケーションに







スキル全体(増加量) あり 25.143 22.635
-3.060??
なし 14.143 3.895社会的サポートの
所有 あり 15.893 4.076
-2.120?
なし 10.487 3.716環境の変化への迅












体験 平均値 標準偏差 t値
なし 14.019 3.844社会的サポートの






























































体験 平均値 標準偏差 t値
なし 0.760 3.872攻撃性の抑制




体験 平均値 標準偏差 t値
なし 0.963 3.117プラス思考
(増加量) あり 2.563 4.468
-2.437?
なし 10.415 21.670ストレスコーピング
スキル全体(増加量) あり 18.250 23.035
-2.109?
なし 18.256 3.816対人コミュニケーションに
























スキル全体(増加量) あり 20.237 24.688
-2.085?
なし 10.450 3.900環境の変化への迅






























































体験 平均値 標準偏差 t値
なし 0.566 2.812社会的サポートの




体験 平均値 標準偏差 t値
なし 1.371 3.482環境の変化への迅








体験 平均値 標準偏差 t値
なし 0.461 2.656社会的サポートの
活用(増加量) あり -0.895 2.601
2.081?
なし 1.367 3.611プラス思考
(増加量) あり 3.526 4.777
-2.326?
なし 12.180 3.273社会的サポートの








体験 平均値 標準偏差 t値
なし 0.759 2.330悠然的対応










































































































体験 平均値 標準偏差 t値
なし 1.761 4.783積極的対応
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